
環
太
平
洋
連
帯
構
想

長
富
祐
一
郎

ア
ジ
ア
は
一
つ
と
脱
亜
を
超
え
て

故
大
平
総
理
は
、
思
索
家
と
か
哲
人
宰
相
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
文
人
や
学
者
と
の
語
ら
い
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
お
ら
れ

た
。
こ
の
総
理
が
生
前
に
会
い
た
く
て
実
現
で
き
な
か
っ
た
方
が
、
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
氏
で
あ
る
。

権
力
者
と
会
う
こ
と
を
好
ま
な
い
氏
は
、「
私
も
大
平
さ
ん
に
は
お
会
い
し
た
い
が
、
権
力
の
座
か
ら
退
か
れ
て
か
ら
に

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。
現
職
総
理
で
急
逝
さ
れ
た
大
平
さ
ん
は
、
遂
に
そ
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

後
に
司
馬
さ
ん
に
お
会
い
す
る
機
会
を
得
た
時
、「
さ
ぞ
、
大
平
さ
ん
は
心
残
り
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
話
し
た
。

司
馬
さ
ん
は
遠
く
を
見
る
よ
う
な
目
を
さ
れ
て
、「
環
太
平
洋
連
帯
構
想
は
良
か
っ
た
で
す
な
。
日
本
は
、
ア
ジ
ア
は
一

つ
か
、
脱
ア
ジ
ア
か
、
明
治
以
来
悩
ん
で
き
た
が
、
あ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、
ぱ
っ
と
目
の
前
が
開
か
れ
た
気
が
し
ま
し
た

よ
。
あ
れ
は
、
そ
の
両
方
を
包
み
こ
ん
で
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。

天
国
に
こ
の
声
は
聞
こ
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
平
さ
ん
が
に
こ
や
か
に
目
を
細
め
て
お
ら
れ
る
顔
が
浮
か
ん
だ
。

大
平
正
芳
の
政
策
要
綱
資
料

大
平
さ
ん
は
、
総
理
就
任
前
の
一
九
七
八
年
十
一
月
二
十
七
日
に
、
総
理
に
就
任
し
た
ら
ど
う
い
う
政
策
を
行
う
か
を
、
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「
大
平
正
芳
の
政
策
要
綱
資
料
」
に
取
り
ま
と
め
て
公
表
さ
れ
た
。

「
環
太
平
洋
連
帯
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
政
策
要
綱
資
料
に
初
め
て
登
場
し
て
く
る
。
政
策
要
綱
資
料
は
、「
環
太
平

洋
連
帯
（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
樹
立
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
わ
が
国
が
、
日
米
友
好
を
基
軸
に
、
地
球
上
の
す
べ
て
の
国
と
協
調
し
て
い
く
（
中
で
）、
…
…
（
日
本
が
位
置
す
る
）

太
平
洋
地
域
諸
国
に
特
別
の
配
慮
を
払
っ
て
ま
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
…
…
太
平
洋
地
域
の
発
展
は
世
界
の
発
展
に

つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

太
平
洋
地
域
に
は
、
…
…
極
め
て
多
く
の
国
が
存
在
し
て
い
る
。
…
…
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
協
力
政
策
の
進
め
方
も
、
個
々

に
慎
重
な
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
〈
ゆ
る
や
か
な
連
帯
〉
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ど
の
範
囲
の
国
を
含
め
る
こ
と
と
す
る
か
、
そ
の
選
択
も
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
日
本
だ
け
で
決
め
る
わ
け
に
も

ま
い
ら
な
い
。」

世
界
は
激
動
し
て
い
る
が
、
一
三
年
前
の
大
平
さ
ん
の
理
念
は
、
現
在
で
も
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
。

私
は
、
竹
内
道
雄
さ
ん
（
前
東
京
証
券
取
引
所
理
事
長
）
か
ら
内
々
に
言
わ
れ
て
、
大
平
さ
ん
の
勉
強
会
に
入
っ
て
い
た
。

政
策
要
綱
資
料
は
、
大
平
さ
ん
か
ら
示
さ
れ
る
政
策
構
想
に
基
づ
き
、
こ
の
勉
強
会
で
、
佐
藤
誠
三
郎
、
公
文
俊
平
、
香
山

健
一
教
授
や
森
田
一
氏
ら
と
議
論
し
な
が
ら
、
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

環
太
平
洋
連
帯
構
想
の
着
想

大
平
総
理
が
、
環
太
平
洋
連
帯
構
想
の
萌
芽
と
も
い
う
べ
き
思
い
を
も
っ
て
、
太
平
洋
の
海
を
眺
め
た
の
は
、
興
亜
院
時

代
の
こ
と
だ
っ
た
。「
日
本
の
未
来
は
こ
の
太
平
洋
だ
」
と
思
わ
れ
た
と
い
う
。
興
亜
院
の
あ
っ
た
大
陸
の
奥
、
内
蒙
古
の

「
木
の
全
く
な
い
、
い
わ
ば
『
土
の
街
』
で
あ
る
」（
大
平
総
理
の
自
伝
『
私
の
履
歴
書
』
の
叙
述
）
張
家
口
と
の
対
比
が
、

そ
の
思
い
を
鮮
明
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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さ
ら
に
後
年
、
外
務
大
臣
の
頃
、
世
界
地
図
を
運
輸
に
要
す
る
経
済
距
離
で
画
き
直
す
と
、
広
大
な
太
平
洋
が
内
海
の
よ

う
に
小
さ
く
な
る
の
を
見
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
思
い
を
固
め
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
ラ
イ
シ
ヤ
ワ
ー
駐
日
米
大
使
が
同
じ

着
想
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
大
い
に
意
気
投
合
し
た
と
い
う
。

た
だ
、
ポ
り
ネ
シ
ア
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
太
平
洋
島
嶼
国
も
あ
る
の
で
、
太
平
洋
を
環
状
に
取
り
ま
く

国
々
だ
け
と
受
け
取
ら
れ
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
で
、
政
策
要
綱
資
料
で
は
「
環
太
平
洋
連
帯
構
想
」
に
「
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
付
け
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

環
太
平
洋
連
帯
研
究
グ
ル
ー
プ
が
報
告
書
を
提
出
し
た
時
に
は
、「Pacific

B
asin

C
oopera-tion

C
oncept

」
と
さ
れ

た
。
そ
れ
で
も
、
欧
米
の
方
達
か
ら
は
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
平
政
策
研
究
会
の
発
足

一
九
七
八
年
十
二
月
七
日
、
大
平
さ
ん
は
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
。
私
は
、
政
策
研
究
を
担
当
す
る
首
席
補
佐
官
に

任
命
さ
れ
た
。
通
商
産
業
省
か
ら
照
山
正
夫
君
、
外
務
省
か
ら
内
田
勝
久
君
が
補
佐
官
に
、
厚
生
省
・
農
林
水
産
省
な
ど
各

省
か
ら
若
い
諸
君
が
補
佐
官
室
ス
タ
ッ
フ
に
発
令
さ
れ
た
。

大
平
総
理
は
、
一
三
〇
人
の
学
者
・
文
化
人
と
八
〇
人
の
中
堅
官
僚
か
成
る
九
つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、
先
進
国
の

社
会
・
経
済
の
構
造
変
化
と
人
類
の
選
ぶ
べ
き
新
し
い
途
の
研
究
を
指
示
さ
れ
た
。

「
文
化
の
時
代
」「
田
園
都
市
構
想
」「
家
庭
基
盤
充
実
」「
環
太
平
洋
連
帯
」「
総
合
安
全
保
障
」「
対
外
経
済
政
策
」「
文

化
の
時
代
の
経
済
運
営
」「
科
学
技
術
の
史
的
展
開
」「
多
元
化
社
会
の
生
活
関
心
」
の
テ
ー
マ
別
に
組
織
さ
れ
た
研
究
グ
ル

ー
プ
は
、
後
に
「
大
平
政
策
研
究
会
」
と
総
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

環
太
平
洋
連
帯
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
議
長
は
大
来
佐
武
郎
氏
、
幹
事
は
飯
田
経
夫
・
佐
藤
誠
三
郎
両
教
授
に
委
嘱
し
、
他

の
研
究
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
く
、
各
界
か
ら
政
策
研
究
員
を
、
各
省
の
課
長
補
佐
か
ら
書
記
を
迎
え
て
構
成
さ
れ
た
。

環太平洋連帯構想



大
平
政
策
研
究
会
各
研
究
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
や
研
究
活
動
、
報
告
書
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
近
代
を
超
え

て
―
―
故
大
平
総
理
の
遺
さ
れ
た
も
の
』（
大
蔵
財
務
協
会
）
を
参
照
願
い
た
い
。

大
来
議
長
は
外
務
大
臣
に

大
平
総
理
は
、
総
理
就
任
に
先
立
っ
て
、「
政
策
要
綱
資
料
」
の
中
で
「
環
太
平
洋
連
帯
構
想
」
を
打
ち
出
し
た
た
め
に
、

こ
の
構
想
は
い
ち
は
や
く
世
界
各
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
そ
の
構
想
の
概
要
だ
け
で
も
、
早
く
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
環
太
平
洋
連
帯
研
究
グ
ル

ー
プ
は
、
他
の
研
究
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
検
討
を
急
ぎ
、
一
九
七
九
年
十
一
月
十
四
日
に
中
間
報
告
書
を
提
出
し
た
。
最
終
報

告
書
も
、
大
平
総
理
の
生
前
の
一
九
八
〇
年
五
月
十
九
日
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

実
は
、
政
策
研
究
会
の
九
研
究
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
の
う
ち
、
大
平
総
理
の
生
前
に
出
さ
れ
た
も
の
は
三
つ
で
、
他
の
六

つ
の
報
告
書
は
逝
去
後
一
月
半
で
完
成
し
た
。

こ
れ
ら
に
先
立
つ
一
九
七
九
年
十
一
月
八
日
朝
、
森
田
一
秘
書
官
か
ら
「
今
日
は
一
日
補
佐
官
室
で
待
機
す
る
よ
う
」
求

め
ら
れ
て
い
た
。
第
二
次
大
平
内
閣
組
閣
の
日
だ
っ
た
。
夕
方
も
過
ぎ
て
「
す
ぐ
に
大
来
さ
ん
を
探
す
よ
う
に
」
と
言
う
。

と
こ
ろ
が
何
処
へ
行
か
れ
た
の
か
、
な
か
な
か
掴
ま
ら
な
い
。「
あ
と
二
時
間
以
内
に
掴
ま
ら
な
い
と
、
組
閣
に
間
に
合
わ

な
い
ぞ
」
と
矢
の
催
促
。

大
来
さ
ん
が
無
事
、
外
務
大
臣
に
就
任
さ
れ
た
時
は
、
ほ
っ
と
し
た
。
研
究
グ
ル
ー
プ
の
議
長
と
し
て
環
太
平
洋
連
帯
構

想
の
中
間
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
た
大
来
さ
ん
は
、
自
ら
外
務
大
臣
と
し
て
そ
の
構
想
の
推
進
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

外
務
省
の
抵
抗

外
交
の
一
元
化
を
主
張
す
る
外
務
省
は
、
官
邸
主
導
外
交
を
好
ま
な
い
。
い
わ
ん
や
、
総
理
就
任
前
に
何
の
相
談
も
な
く
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打
ち
上
げ
ら
れ
た
構
想
な
ど
無
視
し
た
い
、
と
思
う
の
も
当
然
で
あ
る
。

内
田
補
佐
官
や
ワ
シ
ン
ト
ン
大
使
館
で
も
一
緒
に
勤
務
し
た
外
務
省
出
身
の
佐
藤
嘉
恭
秘
書
官
が
、
苦
労
し
て
い
た
。
私

も
大
蔵
官
僚
な
の
で
、
外
務
官
僚
の
思
い
も
よ
く
判
っ
た
。

こ
の
た
め
、
一
九
七
九
年
一
月
二
十
五
日
の
国
会
に
お
け
る
総
理
就
任
後
最
初
の
施
政
方
針
演
説
で
は
、
こ
の
構
想
は
触

れ
て
い
な
い
。
構
想
の
内
容
が
不
明
確
と
い
う
こ
と
で
、
政
治
理
念
と
し
て
も
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
外
務
省
が

固
執
し
た
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
」
と
い
う
言
葉
の
下
に
、「
太
平
洋
諸
国
と
の
相
互
依
存
関
係
、
…
…
友
好
協
力
関
係

を
一
層
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
す
る
よ
う
努
力
を
重
ね
る
方
針
で
あ
り
ま
す
」
と
言
う
に
止
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

大
来
さ
ん
が
既
に
外
務
大
臣
に
就
任
し
、
環
太
平
洋
連
帯
の
中
間
報
告
書
も
公
表
さ
れ
、「
明
年
一
月
に
は
豪
州
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問
」
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
一
九
七
九
年
十
一
月
二
十
七
日
の
三
回
目
の
国
会
演
説
で
も
、「
A

S
E
A
N
諸
国
を
含
む
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
諸
国
と
の
協
力
関
係
の
強
化
等
を
図
っ
て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
」
と

述
べ
る
に
止
ま
っ
た
。

官
邸
内
部
の
抵
抗

環
太
平
洋
連
帯
構
想
を
演
説
に
な
か
な
か
書
け
な
か
っ
た
こ
と
は
、
何
も
外
務
省
の
所
為
ば
か
り
で
は
な
い
。
官
邸
内
部

に
も
抵
抗
が
強
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
大
統
領
が
変
わ
れ
ば
ス
タ
ッ
フ
も
直
属
の
者
に
入
れ
替
わ
る
が
、
日
本
で
は
、

官
邸
官
僚
は
旧
内
務
省
系
の
厚
生
省
な
ど
を
中
心
に
、
各
省
か
ら
派
遣
さ
れ
て
構
成
さ
れ
る
。

総
理
演
説
は
、
官
邸
官
僚
が
、
各
省
か
ら
提
出
さ
れ
る
「
総
理
演
説
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
」
を
取
り
ま
と
め
て
作
文
す

る
の
が
仕
来
り
だ
。
そ
れ
を
、
秘
書
官
で
も
な
い
訳
の
判
ら
ん
連
中
が
や
っ
て
来
て
、
総
理
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、
独
自
に

演
説
原
稿
を
作
る
の
だ
か
ら
、
官
邸
官
僚
と
し
て
は
面
白
か
ろ
う
筈
が
な
い
。
そ
の
間
に
立
っ
て
、
通
産
省
出
身
の
福
川
伸

次
秘
書
官
が
物
腰
柔
ら
か
く
調
整
し
て
い
た
。
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政
策
研
究
会
の
設
置
と
運
営
に
つ
い
て
は
、
清
水
汪
内
閣
審
議
室
長
は
じ
め
多
く
の
方
に
大
変
な
ご
配
慮
と
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
た
。
私
ど
も
補
佐
官
室
の
メ
ン
バ
ー
は
言
う
に
言
わ
れ
ぬ
苦
労
を
し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
、
す
べ
て
は
恩
讐
の
彼

方
だ
。

総
理
の
大
き
な
人
柄
が
、
み
ん
な
を
包
み
込
ん
で
い
た
。

豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ヘ

一
九
八
○
年
を
迎
え
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
の
日
が
近
づ
い
て
い
た
。
今
回
は
「
環
太
平
洋
連
帯
構
想
」
が

議
題
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
の
で
、
私
が
随
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
頃
に
な
っ
て
も
、
今
回
の
訪
問

で
環
太
平
洋
連
帯
構
想
が
ど
の
よ
う
に
進
展
す
る
の
か
、
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
か
っ
た
。

私
は
大
来
外
務
大
臣
に
申
し
上
げ
た
。「
大
臣
。
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
豪
国
立
大
学
（
A
N
U
）
学
長
に
会
わ

れ
て
は
い
か
が
で
す
か
」「
僕
も
そ
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
だ
。
彼
か
ら
も
会
い
た
い
と
い
う
手
紙
が
来
て
い
る
し
。

で
も
、
総
理
は
ど
う
だ
ろ
う
か
」「
総
理
に
は
、
私
が
了
解
を
取
り
付
け
ま
す
。
進
め
て
下
さ
い
」「
分
か
っ
た
」。

そ
の
夜
、
総
理
は
私
邸
で
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
問
題
も
含
め
、
訪
豪
N
Z
の
内
輪
の
勉
強
を
さ
れ
た
。
私
は
、

外
務
大
臣
と
の
話
を
報
告
し
、
総
理
の
了
解
を
頂
い
た
。

一
月
十
五
日
朝
九
時
一
〇
分
、
特
別
機
は
羽
田
を
飛
び
立
っ
た
。
そ
の
機
中
、
外
務
大
臣
に
「
総
理
は
了
解
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
大
臣
の
方
は
い
か
が
で
す
か
」「
明
日
、
昼
休
み
に
会
お
う
と
思
っ
て
い
る
」。

環
太
平
洋
連
帯
構
想
の
提
唱

一
月
十
六
日
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
朝
は
青
く
晴
れ
渡
っ
て
い
た
。
一
〇
時
か
ら
、
第
一
回
日
豪
首
脳
会
談
が
、
閣
議
の
行
わ

れ
る
閣
僚
室
で
開
か
れ
た
。
環
太
平
洋
連
帯
構
想
が
議
題
に
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
私
も
最
初
か
ら
首
脳
会
談
に
陪
席
し

大平正芳―政治的遺産



て
い
た
が
、
総
理
に
は
午
後
の
議
題
に
し
て
下
さ
い
と
頼
ん
で
お
い
た
。

午
後
の
第
二
回
首
脳
会
談
の
直
前
に
、
外
務
大
臣
は
帰
っ
て
来
ら
れ
た
。「
ど
う
で
し
た
」「
豪
政
府
が
支
持
す
る
な
ら
、

A
N
U
は
こ
の
秋
に
、
環
太
平
洋
連
帯
構
想
の
第
一
回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
も
よ
い
と
言
っ
た
。
し
か
し
、
彼
も
フ
レ
ー

ザ
ー
首
相
と
こ
の
問
題
を
打
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
し
」「
分
か
り
ま
し
た
」。

総
理
に
説
明
す
る
暇
は
な
い
。
首
脳
会
談
で
外
務
大
臣
が
発
言
す
る
の
は
異
例
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
総
理
に
耳
打
ち

し
た
。「
質
問
が
出
れ
ば
、
詳
細
は
外
務
大
臣
に
お
譲
り
下
さ
い
」「
う
ん
」。

大
平
総
理
と
大
来
外
務
大
臣
は
、
興
亞
院
以
来
の
友
人
だ
。
大
来
大
臣
と
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
学
長
と
は
二
〇
年
来
の
知
己
で
、

学
長
と
フ
レ
ー
ザ
ー
首
相
は
深
く
信
頼
し
合
っ
て
い
た
。
環
太
平
洋
連
帯
構
想
の
絆
と
も.

言
う
べ
き
人
間
の
信
頼
関
係
が
、

こ
の
構
想
を
実
現
に
向
け
て
踏
み
出
さ
せ
た
。

大
平
総
理
の
構
想
の
説
明
に
続
き
、
大
来
大
臣
の
補
足
説
明
が
終
わ
る
と
、
フ
レ
ー
ザ
ー
首
相
は
即
座
に
「
A
N
U
が
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ら
、
豪
政
府
は
こ
れ
を
支
援
す
る
」
と
確
言
さ
れ
た
の
だ
。
私
は
体
か
ら
力
が
抜
け
て
い
く
の
を
感

じ
て
い
た
。

翌
朝
の
各
新
聞
紙
面
に
は
、「
環
太
平
洋
連
帯
構
想
で
日
豪
合
意
」
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

環
太
平
洋
連
帯
構
想
の
公
認

メ
ル
ボ
ル
ン
で
の
フ
レ
ー
ザ
ー
首
相
主
催
午
餐
会
で
、
大
平
総
理
は
「
太
平
洋
時
代
の
創
造
的
協
力
関
係
」
と
題
し
て
英

語
で
講
演
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、「
一
昨
年
、
私
は
、
総
理
就
任
の
際
に
政
治
理
念
の
一
つ
と
し
て
、『
環
太
平
洋
連
帯
構
想
』

を
提
唱
い
た
し
ま
し
た
」
と
、
総
理
就
任
後
、
初
め
て
公
式
の
演
説
で
こ
の
構
想
に
つ
い
て
述
べ
た
。

そ
し
て
、「
環
太
平
洋
諸
国
の
連
帯
は
、
決
し
て
排
他
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
成
を
目
指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
太
平

洋
諸
国
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
人
類
社
会
全
体
の
福
祉
と
繁
栄
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
こ
そ
、
そ
の
最
終
的
な
願
い

環太平洋連帯構想



な
の
で
あ
り
ま
す
」「
私
は
、
日
豪
両
国
が
、
太
平
洋
の
連
帯
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
重
要
な
役
割
を
果
た
し
得
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
。

記
者
会
見
で
、
総
理
は
、「『
環
太
平
洋
連
帯
構
想
』
は
、
政
治
・
軍
事
の
分
野
で
は
な
く
、
文
化
・
経
済
面
で
の
協
力
を

中
心
に
『
ゆ
る
や
か
な
連
帯
』『
開
か
れ
た
連
帯
』
と
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
質
問
に
応
え
て
、「
中
国
や
ソ
連
が
参
加
を
希

望
す
る
な
ら
、
そ
れ
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
明
言
し
た
。
当
時
と
し
て
は
大
胆
な
発
言
だ
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
問
題
で
、
対
ソ
批
判
の
強
い
中
で
、
会
見
室
に
は
「
ヒ
ュ
ウ
ー
ッ
」
と
い
う
驚
き
と
も
批
判
と
も
取
れ
る
豪
人
記
者
の
鋭

い
口
笛
が
流
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
、
マ
ル
ド
ゥ
ー
ン
首
相
が
「
環
太
平
洋
連
帯
構
想
に
つ
い
て
、
大
平
総
理
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
歓
迎
す
る
」
と
述
べ
、
発
言
者
は
交
々
に
構
想
を
歓
迎
す
る
意
を
表
し
た
。

一
九
八
〇
年
一
月
二
十
五
日
、
大
平
総
理
は
施
政
方
針
演
説
で
、「
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
…
…
太

平
洋
を
巡
る
地
域
全
体
の
安
定
と
発
展
を
期
す
る
た
め
、
環
太
平
洋
連
帯
構
想
を
は
じ
め
関
係
諸
国
の
多
角
的
な
協
力
関
係

を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
有
意
義
な
話
合
い
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
初
め
て
国
会
演
説
で
「
環
太
平
洋
連

帯
構
想
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
環
太
平
洋
連
帯
構
想
は
、
漸
く
日
本
に
お
い
て
も
公
認
さ
れ
た
の
だ
。
し
か
し
、
そ
れ

は
、
大
平
総
理
の
生
前
最
後
の
国
会
演
説
で
あ
っ
た
。

P
E
C
C
の
発
足

一
九
八
〇
年
六
月
十
二
日
、
大
平
総
理
は
率
然
と
し
て
逝
去
さ
れ
た
。
大
平
さ
ん
の
死
を
弔
う
よ
う
に
、
同
年
九
月
に
キ

ャ
ン
ベ
ラ
で
、
太
平
洋
島
嶼
国
代
表
を
含
め
一
二
か
国
・
地
域
が
参
加
し
、「
環
太
平
洋
共
同
体
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ

た
。現

在
の
「
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
」（Pacific

E
conom

ic
C
ooperation

C
onference：

PE
C
C

）
の
第
一
回
総
会
で
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あ
る
。
各
国
代
表
は
官
財
学
の
三
者
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
大
来
佐
武
郎
、
佐
藤
誠
三
郎
、
山
澤
逸
平
先
生
は
じ
め
、
環
太

平
洋
連
帯
研
究
グ
ル
ー
プ
の
先
生
方
に
は
、
そ
の
発
足
当
初
か
ら
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

P
E
C
C
総
会
は
そ
の
後
一
年
半
お
き
に
、
②
バ
ン
コ
ク
、
③
バ
リ
島
、
④
ソ
ウ
ル
、
⑤
バ
ン
ク
ー
バ
ー
、
⑥
大
阪
、
⑦

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
⑧
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
⑨
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

参
加
を
希
望
す
る
国
も
年
々
増
加
し
、
第
四
回
総
会
か
ら
ブ
ル
ネ
イ
が
、
第
五
回
か
ら
中
国
・
台
湾
、
第
八
回
か
ら
香

港
・
メ
キ
シ
コ
・
ペ
ル
ー
・
チ
リ
が
、
第
九
回
か
ら
ロ
シ
ア
が
加
盟
し
、
現
在
二
〇
か
国
・
地
域
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第

七
回
総
会
で
は
、
P
E
C
C
の
国
際
常
設
事
務
局
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
こ
れ
は
翌
年
か
ら
業

務
を
開
始
し
た
。

私
は
P
E
C
C
日
本
委
員
会
の
常
任
委
員
を
務
め
て
お
り
、
一
九
九
〇
年
九
月
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
P
E
C
C
発
足
一
〇

周
年
記
念
行
事
に
も
招
か
れ
て
出
席
し
た
。
第
九
回
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
会
で
は
、「
資
本
移
動
、
投
資
と
発
展
」
に
つ

い
て
講
演
し
た
。

環
太
平
洋
連
帯
の
名
称
変
更

外
務
省
は
、「
環
太
平
洋
連
帯
構
想
」
と
い
う
印
象
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
消
し
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
P
E
C
C
日
本
委

員
会
も
、
一
九
八
八
年
七
月
に
「
環
太
平
洋
協
力
日
本
委
員
会
」
か
ら
「
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
日
本
委
員
会
」
に
名
称
変

更
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
協
力
に
は
、
当
初
か
ら
外
務
省
が
固
執
し
た
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
協
力
」
と
い
う
表

現
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」
と
い
う
表
現
に
は
、
後
述
の
よ
う
に
重
大
な
問
題
が
あ
る
も
の
の
、
私
は
こ
こ
ま
で
き
て
敢
え
て

そ
れ
に
反
対
す
る
ま
で
の
こ
と
は
な
い
と
思
っ
た
。
外
務
省
の
気
持
も
判
る
し
、
大
平
総
理
は
実
体
さ
え
理
念
通
り
に
進
展

環太平洋連帯構想



す
れ
ば
、
提
唱
者
は
誰
か
と
か
名
称
な
ど
に
こ
だ
わ
る
方
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

た
だ
記
念
の
意
味
も
あ
っ
て
、
私
が
関
税
局
長
時
代
に
各
国
に
呼
び
か
け
て
設
け
た
会
議
に
は
、「
環
太
平
洋
関
税
庁
長

官
・
局
長
会
議
」（C

onference
ofC
ustom

s
A
dm
inistrators

in
the
Pacific

B
asin：

C
C
A
P

）
と
命
名
し
た
。
関
税

協
力
理
事
会
（C

ustom
s
C
ooperation

C
ouncil

：
C
C
C

）
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
会
合
（Far

E
ast,

South
and

South
E
astA

sia,A
ustralasia

and
the
Pacific

Ilands
Region

）
の
構
成
と
変
え
て
、
こ
の
名
称
の
下
に
招
い
た
米
加

は
、
ア
ジ
ア
の
国
と
一
緒
に
会
議
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
い
た
。

大
平
構
想
の
継
承

大
平
正
芳
記
念
財
団
が
、
大
平
構
想
を
継
承
し
、
そ
の
発
展
・
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
私
が
述
べ
る
ま
で
も

な
い
。
一
九
八
六
年
四
月
に
設
立
し
た
�
研
究
情
報
基
金
（Foundation

for
A
dvanced

Inform
ation

and
Research,

Japan
：
FA
IR
,
Japan

）
は
、
故
大
平
総
理
の
研
究
活
動
の
継
承
を
図
り
、
大
平
政
策
研
究
会
の
多
く
の
先
生
方
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
。

一
九
八
八
年
に
は
、
竹
下
登
総
理
の
指
示
で
、
一
七
〇
人
か
ら
成
る
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
経
済
研
究
委
員
会
」（
委

員
長：

吉
田
太
郎
一
A
D
B
元
総
裁
）
を
設
置
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
か
ら
広
く
参
加
を
得
て
、

竹
下
元
総
理
も
出
席
・
基
調
講
演
さ
れ
、
二
回
に
わ
た
る
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
F
A
I
R
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
協
力
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
竹
下
元
総
理
を
会
長
、
平
岩
外
四
経

済
団
体
連
合
会
会
長
を
座
長
に
、
こ
の
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
政
官
民
学
の
指
導
者
か
ら
成
る
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
会
」
を

設
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
か
月
ご
と
に
各
省
担
当
局
長
を
招
い
て
会
議
を
開
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
地
域
の
指
導
的
な
研
究
者
を
代
表
に
、
日
本
側
は
吉
田
太
郎
一
氏
、
佐
藤
・
山
澤
両
先
生
に
鳥
居
泰
彦

教
授
が
中
心
に
な
っ
て
「
ア
ジ
ア
地
域
共
同
研
究
委
員
会
」
を
設
け
、「
ア
ジ
ア
地
域
共
同
研
究
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
開
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催
し
て
い
る
。
第
三
回
会
議
は
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
協
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
広
く
東
ア
ジ
ア
地

域
か
ら
参
加
し
て
開
催
し
、
竹
下
元
総
理
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
た
。

閣
僚
レ
ベ
ル
の
協
力
へ

米
加
自
由
貿
易
協
定
の
進
展
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
米
自
由
貿
易
協
定
に
つ
い
て
打
診
が
あ
っ
た
。
問
題
が
多
い
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
対
日
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
が
悪
く
な
ろ
う
。
そ
こ
で
竹
下
総
理
は
、
一
九
八
八
年
七
月
の
訪
豪
の
折
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
日
豪
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
検
討
し
よ
う
、
と
提
言
さ
れ
た
。
こ
の
訪
豪
に
は
、
私
も
関
税
局
長
と
し

て
随
行
し
た
。
先
の
竹
下
総
理
の
F
A
I
R
の
研
究
会
設
置
の
指
示
は
、
こ
れ
に
関
連
し
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
日
豪
ハ
イ
レ
ベ
ル
検
討
会
は
、
そ
の
秋
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
検
討
会
は
、
将
来
、
参
加
国
を
拡
げ
て
、
政

府
レ
ベ
ル
で
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
協
力
問
題
を
話
し
合
う
場
に
し
て
は
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
事
態
は
意
外
な
と
こ
ろ
で
進
展
し
た
。
豪
州
の
ホ
ー
ク
首
相
が
、
一
九
八
九
年
一
月
の
訪
韓
の
折
に
、
ア
ジ

ア
・
大
洋
州
の
閣
僚
会
議
の
構
想
を
打
ち
上
げ
た
の
だ
。
こ
れ
は
、
唐
突
の
感
を
否
め
な
か
っ
た
。
竹
下
総
理
か
ら
、
こ
の

構
想
を
P
E
C
C
と
の
関
係
で
ど
う
考
え
て
い
く
か
を
問
わ
れ
た
。
竹
下
総
理
は
、
大
平
構
想
を
大
切
に
考
え
て
お
ら
れ
る
。

私
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
協
力
を
強
力
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
閣
僚
レ
ベ
ル
の
会
議
を
設
け
る
の
に
適
当
な

時
期
に
き
て
い
る
。
P
E
C
C
は
そ
の
ま
ま
存
置
し
、
そ
の
活
動
の
上
に
閣
僚
会
議
を
運
営
し
て
い
け
ば
よ
い
。
た
だ
し
、

ホ
ー
ク
構
想
に
は
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
」
と
申
し
上
げ
た
。

竹
下
総
理
は
、
ホ
ー
ク
首
相
に
親
書
を
送
ら
れ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
協
力
は
、
世
界
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

米
加
が
参
加
す
る
こ
と
、
A
S
E
A
N
の
意
向
を
尊
重
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
説
か
れ
た
。

最
初
に
、
ホ
ー
ク
提
案
に
冷
淡
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
も
、
ベ
ー
カ
ー
国
務
長
官
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ジ
ア
協
会
で
の
講

演
を
機
に
、
一
転
し
て
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
協
力
に
熱
心
に
な
っ
た
。
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A
P
E
C
閣
僚
会
議
の
発
足

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
経
済
協
力
」（A

sia

―Pacific
E
conom

ic
C
ooperation：

A
PE
C

）
の
た
め
の
閣
僚
会
議
は
、
一
九

八
九
年
十
一
月
の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
会
議
を
も
っ
て
発
足
し
、
一
九
九
〇
年
七
月
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
第
二
回
会
議
で
ほ

ぼ
定
着
し
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
は
、
発
足
そ
れ
自
体
や
会
議
の
継
続
性
な
ど
、
基
本
的
な
事
柄
が
難

航
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
A
S
E
A
N
・
非
A
S
E
A
N
で
の
交
互
開
催
が
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

A
P
E
C
閣
僚
会
議
に
は
、
各
国
の
外
務
・
貿
易
担
当
大
臣
が
参
加
し
、
日
本
か
ら
は
外
務
大
臣
と
通
商
産
業
大
臣
が
出

席
し
て
い
る
。
私
は
、
第
一
回
会
議
か
ら
大
蔵
省
代
表
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

第
三
回
会
議
は
、
一
九
九
一
年
十
一
月
に
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
か
ら
、
中
国
・
香
港
・
台
湾
が
参
加
し
た

が
、
そ
の
国
際
政
治
に
お
け
る
意
味
は
大
き
い
。
ま
ず
、
チ
エ
ン
・
チ
シ
ェ
ン
中
国
外
交
部
長
が
ソ
ウ
ル
を
訪
れ
、
ノ
・
テ

ウ
韓
国
大
統
領
と
会
談
し
た
こ
と
が
、
特
記
さ
れ
る
。
私
は
、
A
P
E
C
会
議
で
中
国
と
台
湾
の
閣
僚
が
公
式
に
同
じ
テ
ー

ブ
ル
に
つ
い
た
こ
と
を
、
中
台
関
係
の
新
し
い
歴
史
的
展
開
へ
の
期
待
を
こ
め
て
見
て
い
た
。
中
国
語
の
同
時
通
訳
ブ
ー
ス

が
二
個
あ
る
の
に
は
驚
い
た
が
。
そ
の
後
、
中
韓
が
国
交
を
樹
立
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
会
議
で
は
、
自
由
貿
易
と
市
場
経
済
を
基
本
に
す
る
と
い
う
「
ソ
ウ
ル
A
P
E
C
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
が
、

こ
れ
に
中
国
が
賛
同
し
た
こ
と
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

第
四
回
会
議
は
、
一
九
九
二
年
九
月
に
バ
ン
コ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
事
務
局
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
設

置
す
る
こ
と
、
翌
年
か
ら
予
算
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
拠
出
分
担
率
は
、
日
米
が
各
一
八
％
で
最
大
と
な
っ

た
。今

後
は
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
日
本
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
カ
ナ
ダ
の
順
に
開
催
さ
れ
る
。
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P
E
C
C
の
日
本
側
の
新
展
開

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
協
力
に
つ
い
て
、
通
商
産
業
省
は
、
太
平
洋
域
内
諸
国
の
財
界
人
の
集
ま
り
で
あ
る
「
太
平
洋
経

済
委
員
会
」（
P
B
E
C
）
に
注
力
し
て
い
た
。
P
E
C
C
日
本
委
員
会
は
、
大
来
佐
武
郎
氏
を
委
員
長
と
し
、
外
務
省
の

認
可
法
人
で
あ
る
国
際
問
題
研
究
所
に
実
質
的
に
置
か
れ
た
。
し
か
し
、
外
務
省
は
P
E
C
C
に
そ
れ
ほ
ど
熱
意
を
持
っ
て

い
た
と
は
言
え
な
い
。

A
P
E
C
の
進
展
の
中
で
、
A
P
E
C
の
名
前
を
ど
う
す
る
か
な
ど
を
は
じ
め
通
商
産
業
省
と
の
確
執
も
あ
っ
て
、
外
務

省
は
急
転
し
て
P
E
C
C
へ
の
本
格
的
取
組
み
を
見
せ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
九
九
一
年
四
月
に
、
P
E
C
C
日
本
委
員
会
委
員
長
に
前
駐
米
大
使
の
松
永
信
雄
氏
が
就
任
し
、
大
来
さ
ん
は
名
誉
委

員
長
に
な
っ
た
。
P
E
C
C
第
八
回
総
会
で
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ダ
ス
議
長
か
ら
、
大
来
さ
ん
に
対
し
、
P
E
C
C
創
始
者
と

し
て
の
長
き
に
わ
た
る
功
労
を
讃
え
、
記
念
銘
板
が
贈
呈
さ
れ
た
。

こ
の
第
八
回
総
会
に
外
務
省
は
、
五
人
の
現
・
元
大
使
を
送
り
込
ん
だ
。
従
来
の
経
緯
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
、
ち
ょ
っ

と
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
だ
っ
た
。
私
は
若
干
の
感
慨
を
懐
き
な
が
ら
、
こ
の
動
き
を
歓
迎
し
安
堵
し
て
い
た
。

東
ア
ジ
ア
経
済
協
力
構
想

A
P
E
C
閣
僚
会
議
は
、
そ
の
提
唱
や
発
足
の
経
緯
か
ら
も
、
A
S
E
A
N
諸
国
に
し
こ
り
を
残
し
て
い
た
。
私
は
、
ア

ジ
ア
諸
国
を
、
一
九
九
一
年
に
七
回
、
一
九
九
二
年
に
六
回
訪
問
し
、
各
国
要
人
と
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
協
力
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
に
は
、
Q
U
I
C
K
総
合
研
究
所
で
「
ア
ジ
ア
金
融
人
会
議
」
を
創
設
し
、
F
A
I
R
で
中
国

国
家
経
済
体
制
改
革
委
員
会
の
株
式
会
社
研
究
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
受
け
入
れ
た
。

ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
に
と
っ
て
、
地
元
産
業
を
育
成
す
る
長
期
産
業
資
金
の
供
給
は
不
可
欠
で
あ
り
、
各
国
と
も
そ
の
た
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め
の
金
融
資
本
市
場
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
私
は
、
一
九
九
一
年
、
東
南
ア
ジ
ア
中
央
銀
行
（
S
E
A
C
E
N
）
総

裁
ジ
ャ
カ
ル
タ
会
議
に
招
か
れ
、「
ア
ジ
ア
の
金
融
資
本
市
場
の
発
展
と
日
本
の
経
験
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
一
九
九
二

年
に
各
国
の
要
請
に
応
え
、
F
A
I
R
金
融
総
合
研
究
所
に
「
ア
ジ
ア
金
融
技
術
協
力
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
市
場
の
研

究
を
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
大
蔵
省
・
東
京
証
券
取
引
所
は
じ
め
金
融
専
門
家
に
よ
る
金
融
・
証
券
実
務
セ
ミ
ナ
ー
を
開

始
し
た
。
八
月
に
国
家
経
済
体
制
改
革
委
員
会
の
劉
鴻
儒
副
主
任
と
協
力
し
、
北
京
・
上
海
・
深
　
で
、
十
一
月
に
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
大
蔵
省
と
共
催
し
、
プ
ン
チ
ャ
ッ
ク
で
一
週
間
合
宿
に
よ
り
、
現
地
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

か
ね
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
は
、
ア
ジ
ア
内
部
で
の
協
力
を
強
く
呼
び
か
け
、「
東
ア
ジ
ア
経
済
グ
ル
ー

プ
」（E

ast
A
sia
E
conom

ic
G
roup：

E
A
E
G

）
構
想
を
提
唱
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
反
対
が
強
か
っ

た
の
で
、A
S
E
A
N
諸
国
内
部
で
検
討
し
た
結
果
、「
東
ア
ジ
ア
経
済
会
議
」（E

astA
sia
E
conom

ic
C
aucus：

E
A
E
C

）

と
す
る
こ
と
で
、
一
応
原
則
的
な
合
意
を
見
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
も
ア
メ
リ
カ
は
日
本
が
反
対
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
た
の
で
、
こ
れ
に
反
発
し
た
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首

相
は
、
A
P
E
C
ソ
ウ
ル
会
議
へ
の
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
出
席
に
難
色
を
示
し
、
よ
う
や
く
若
い
法
務
大
臣
を
参
加
さ
せ
た
。

E
A
E
C
構
想
に
つ
い
て
、
私
は
、
ラ
フ
ィ
ー
ダ
貿
易
産
業
大
臣
か
ら
も
一
時
間
余
り
話
を
聞
い
た
。
そ
れ
は
、
決
し
て

ア
ジ
ア
市
場
を
ブ
ロ
ッ
ク
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
東
ア
ジ
ア
は
、
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
の
発
展

を
図
り
つ
つ
、
ウ
ル
グ
ァ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
国
際
的
な
場
で
、
発
言
力
を
持
つ
こ
と
を
熱
望
し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
こ
と

は
、
韓
国
な
ど
に
も
共
感
を
呼
ん
で
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
日
本
は
、
日
米
関
係
は
も
と
よ
り
外
交
の
基
軸
と
し
て
揺
る
が
せ
に
で
き
な
い
が
、
ア
ジ
ア
も
極
め
て
重

要
と
い
う
こ
と
で
、
二
律
背
反
の
全
く
困
難
な
立
場
に
立
た
さ
れ
た
。
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再
び
脱
亞
か
ア
ジ
ア
は
一
つ
か

冒
頭
で
、
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
が
「
環
太
平
洋
連
帯
構
想
は
良
か
っ
た
で
す
な
。
日
本
は
、
ア
ジ
ア
は
一
つ
か
、
脱
ア
ジ
ア

か
、
明
治
以
来
悩
ん
で
き
た
が
、
あ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、
ぱ
っ
と
目
の
前
が
開
か
れ
た
気
が
し
ま
し
た
よ
。
あ
れ
は
、
そ

の
両
方
を
包
み
こ
ん
で
い
る
」
と
言
わ
れ
た
、
と
述
べ
た
。

「
環
太
平
洋
連
帯
構
想
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
消
す
こ
と
に
固
執
し
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
協
力
」
の
表
現
に
拘
泥
し
た

こ
と
が
、
太
平
洋
の
中
の
「
ア
ジ
ア
」
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
は
再
び
、
脱
亞
か
ア
ジ
ア
は
一
つ

か
の
二
者
択
一
の
悩
み
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
F
A
I
R
の
第
三
回
「
ア
ジ
ア
地
域
共
同
研
究
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
、「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済

協
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
広
く
東
ア
ジ
ア
地
域
に
対
象
を
拡
げ
て
開
催
し
た
こ
と
は
、C

aucus

の
C

をC
ooperation

の
C
に
代
え
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
協
力
の
実
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

大
平
総
理
の
写
真
の
温
顔
に
語
り
か
け
な
が
ら
、
私
は
、
脱
亞
か
ア
ジ
ア
は
一
つ
か
を
解
決
す
る
た
め
の
第
三
の
途
を
求

め
て
、
人
生
の
旅
を
続
け
て
い
き
た
い
、
と
念
願
し
て
い
る
。

（
一
九
九
二
年
十
二
月
十
五
日
記
）

（
Q
U
I
C
K
総
合
研
究
所
取
締
役
理
事
長
）
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